
東
京
都
告
示
第
百
二
十
四
号 

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定
に
基

づ
き
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
二
月
一
日 

東
京
都
知
事 

小 

池 

百
合
子 

第
一 

起
業
者
の
名
称 

社
会
福
祉
法
人
長
寿
村 

第
二 

事
業
の
種
類 

認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
福
祉
事
業
施
設

（
仮
称
）
東
村
山
翔
裕
園
施
設
整
備
事
業 

第
三 

起
業
地 

一 

収
用
の
部
分 

東
村
山
市
久
米
川
町
二
丁
目
地
内 

二 

使
用
の
部
分 

な
し 

第
四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

本
件
申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判

断
さ
れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

申
請
に
係
る
事
業
は
、
東
村
山
市
久
米
川
町
二
丁
目
地
内
の
千
六
百
五
十
三
・
二
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
を
起
業
地
と
す
る
「
（
仮
称
）
東
村
山
翔
裕
園
施
設
整
備
事
業
」（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
で

あ
る
。 

本
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定

す
る
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
で
あ
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
（
定
員
二
十
七
名
）

及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
福
祉
事
業
（
登
録
定
員
二
十
五
名
）
を
行
う
施
設
（
以
下
「
本
施
設
」
と
い

う
。）
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
に
よ
る
社
会
福

祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

二 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性 

起
業
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
長
寿
村
（
以
下
「
起
業
者
」
と
い
う
。）
は
、
社
会
福
祉
法
第
二
十

二
条
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
。 



起
業
者
は
、
本
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
二
月
及
び
同
年
五
月
開
催
の
理
事
会
に

お
い
て
承
認
を
得
て
い
る
。 

本
事
業
に
要
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
自
己
資
金
の
ほ
か
、
借
入
金
及
び
補
助
金
に
よ
り
、
起
業

者
に
お
い
て
確
保
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
起
業
者
は
、
同
種
の
施
設
の
運
営
実
績
を
有
し
、
本
事
業
に
お
け
る
人
員
体
制
に
つ
い
て

も
、
必
要
な
人
材
確
保
及
び
職
員
配
置
を
行
う
計
画
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
起
業
者
は
、
本
事
業
に
関
し
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
に
東
村
山
市
よ
り
東
村
山
市
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
提
供
予
定
事
業
者
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。
東
村
山
市
か
ら
は
、
補
助
金
を
交
付
す

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
や
同
市
内
施
設
に
お
け
る
運
営
実
績
等
の
面
か
ら
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
に

足
る
充
分
な
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
の
意
見
を
得
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
起
業
者
は
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
、
本
事
業

は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

三 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性 

㈠ 

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益 

東
村
山
市
に
お
け
る
高
齢
者
人
口
は
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
や
後
期
高
齢
者
の
比

率
も
上
昇
し
て
い
る
。 

半
面
、
東
村
山
市
に
お
け
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
を
行
う
施
設
（
以
下
「
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
と
い
う
。）
は
、
現
状
で
も
不
足
し
、
今
後
も
更
な
る
不
足
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
東
村
山
市
が
策
定
し
た
「
東
村
山
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画
（
平
成
二
十
七

年
度
～
二
十
九
年
度
）」（
以
下
「
東
村
山
市
計
画
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
も
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
・
充
実
が
掲
げ
ら
れ
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
目
標
が
示
さ
れ
て

い
る
。 

本
事
業
に
よ
り
、
東
村
山
市
計
画
に
お
い
て
東
村
山
市
の
中
で
最
も
高
齢
者
数
が
多
く
、
施
設

が
不
足
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
中
部
圏
域
に
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
整
備
さ
れ
、

認
知
症
高
齢
者
の
地
域
に
お
け
る
共
同
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。加
え
て
、「
通
い
」、

「
宿
泊
」
及
び
「
訪
問
」
を
組
み
合
わ
せ
て
継
続
的
に
ケ
ア
を
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
福
祉
事
業

を
行
う
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
で
、
要
介
護
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
を
す
る
環
境
も
整
備



さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
事
業
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
寄
与
し
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
す

る
も
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
本
事
業
に
お
い
て
は
、
本
施
設
内
で
東
村
山
市
や
民
生
委
員
等
と
連
携
し
て
研
修
会

や
講
演
会
を
行
う
こ
と
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
へ
の
福
祉
・
介
護
・
医
療
等
の
情
報
発

信
拠
点
と
し
て
も
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と
認
め

ら
れ
る
。 

㈡ 

失
わ
れ
る
利
益 

本
事
業
が
動
植
物
等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
本
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年

法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
四
項
及
び
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都

条
例
第
九
十
六
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
対
象
事
業
の
要
件
に
は
該
当
し
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
起
業
地
内
に
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
生
息
地
等
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
土
地
は

な
く
、
起
業
地
内
に
お
い
て
希
少
野
生
動
植
物
種
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

埋
蔵
文
化
財
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
起
業
地
の
一
部
が
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
該
当
し
て
い
る
が
、
起
業
地

南
東
側
の
ご
く
一
部
で
あ
り
建
物
建
築
予
定
部
分
に
は
掛
か
っ
て
お
ら
ず
、
東
村
山
市
教
育
委
員

会
か
ら
は
、
該
当
す
る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
を
起
業
地
に
編
入
し
て
も
差
し
支
え
な
い
旨
の
回
答

を
得
て
い
る
。 

工
事
期
間
中
の
騒
音
及
び
振
動
に
起
因
す
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
起
業
者
は
敷
地

内
に
お
け
る
建
物
配
置
上
の
考
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
建
築
業
者
等
に
対
し
て
低
振
動
・
低
騒
音

の
重
機
の
使
用
要
請
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

施
設
開
設
後
に
は
、
施
設
利
用
に
伴
う
生
活
音
の
ほ
か
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
音
、
送
迎
車
両

の
出
入
り
に
伴
う
音
等
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

起
業
者
は
敷
地
内
に
お
け
る
建
物
配
置
上
の
考
慮
や
敷
地
境
界
付
近
へ
の
緑
地
の
設
置
等
に
よ
る

対
応
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 



し
た
が
っ
て
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

㈢ 
事
業
計
画
の
合
理
性 

本
事
業
の
起
業
地
の
選
定
に
当
た
り
、
起
業
者
は
、
地
域
に
お
け
る
立
地
条
件
、
利
用
者
が
生

活
す
る
場
所
と
し
て
の
適
性
、
起
業
地
周
辺
に
与
え
る
影
響
等
の
観
点
か
ら
、
候
補
地
三
案
を
選

定
し
、
比
較
及
び
検
討
を
行
っ
て
い
る
。 

候
補
地
三
案
を
比
較
す
る
と
、
申
請
案
は
、
高
齢
者
が
最
も
多
い
地
域
に
位
置
す
る
こ
と
や
同

種
施
設
か
ら
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
効
果
的
な
配
置
で
あ
る
ほ
か
、
利
用
者
が
生
活
す

る
場
所
と
し
て
の
評
価
の
面
で
も
優
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
施
設
開
設
後
に
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
や
、
文
化
財
に
与
え
る
影
響
等
も
軽
微
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
申
請
案
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

な
お
、
東
村
山
市
か
ら
は
、
本
事
業
の
実
施
に
お
い
て
起
業
地
は
必
要
な
場
所
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
旨
の
意
見
を
得
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
事
業
の
事
業
計
画
は
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡

量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
法
第
二

十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

四 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性 

㈠ 

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性 

東
村
山
市
に
お
け
る
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
現
在
不
足
し
て
お
り
、
今
後
も
更

な
る
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。 

東
村
山
市
は
、
東
京
都
に
よ
り
「
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
重
点
的
緊
急
整
備
地
域
」

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
東
村
山
市
計
画
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度
を
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
目
標
時
期
と
し
て
い
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
早
期
に
本
事
業
を
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

㈡ 

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性 

本
施
設
は
、
厚
生
労
働
省
及
び
東
村
山
市
が
定
め
た
基
準
等
に
準
拠
し
、
さ
ら
に
、
起
業
者
が

他
の
施
設
運
営
に
よ
り
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
起
業
地
の
周
辺
環
境
等
を
検
証
し



た
上
で
策
定
し
た
基
本
方
針
や
東
京
都
及
び
東
村
山
市
の
指
導
等
を
踏
ま
え
た
必
要
最
小
限
の
建

築
面
積
と
な
っ
て
い
る
。 

起
業
地
の
範
囲
は
、
建
物
の
建
築
面
積
を
踏
ま
え
て
、
建
ぺ
い
率
の
ほ
か
、
駐
車
場
や
緑
地
に

要
す
る
面
積
等
を
考
慮
し
た
本
事
業
に
要
す
る
最
小
限
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
事

業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
本
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

な
お
、
東
村
山
市
か
ら
は
本
施
設
の
規
模
は
適
正
か
つ
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
起
業
地
面
積
に

つ
い
て
も
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
の
意
見
を
得
て
い
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

五 

結
論 

以
上
の
と
お
り
、
本
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

第
五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

東
村
山
市
役
所 


